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山梨県出身隊員の紹介

山
梨
地
本
は
、
９
月
７
日
（
火
）
か
ら
15

日
（
水
）
の
間
、
イ
オ
ン
モ
ー
ル
甲
府
昭
和

に
お
い
て
パ
ネ
ル
展
示
を
実
施
し
ま
し
た
。

海
上
自
衛
隊
の
職
種
紹
介
を
テ
ー
マ
に
、

航
空
機
の
整
備
や
調
理
、
事
務
作
業
な
ど
、

船
以
外
に
も
多
種
多
様
な
仕
事
が
あ
る
こ
と

を
山
梨
地
本
の
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

の
「
ふ
じ
く
ん
」
、
「
か
え
で
ち
ゃ
ん
」
が

説
明
し
ま
し
た
。
ポ
ス
タ
ー
を
ご
覧
に
な
ら

れ
て
、
自
衛
隊
に
興
味
を
持
た
れ
た
方
は
、

お
気
軽
に
地
本
本
部
又
は
各
募
集
事
務
所
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

山
梨
地
本
で
は
、
今
後
も
様
々
な
機
会
を

通
じ
て
自
衛
隊
に
関
す
る
情
報
を
発
信
し
て

い
き
ま
す
。
県
内
各
地
で
の
パ
ネ
ル
展
示
の

他
、
Ｈ
Ｐ
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
も
自
衛
隊
や
山
梨
地

本
の
活
動
を
紹
介
し
て
い
ま
す
の
で
、
ア
ク

セ
ス
や
フ
ォ
ロ
ー
を
お
願
い
し
ま
す
。

パ
ネ
ル
展
示
（
イ
オ
ン
モ
ー
ル
甲
府
昭
和
）

陸
上
自
衛
隊
に
は
「
技
術
的
な
識

能
を
有
し
、
知
徳
体
を
兼
ね
備
え
た

伸
展
性
の
あ
る
陸
上
自
衛
官
と
し
て

ふ
さ
わ
し
い
人
材
を
育
成
す
る
。
」

と
い
う
理
念
の
も
と
、
陸
上
自
衛
官

を
育
成
す
る
陸
上
自
衛
隊
高
等
工
科

学
校
が
あ
り
ま
す
。
今
月
号
で
は
、

同
校
の
教
育
や
訓
練
の
様
子
を
、
山

梨
地
本
か
ら
入
隊
し
た
生
徒
の
声
で

紹
介
し
ま
す
。

１

生
徒
第
６
７
期

第
１
教
育
隊

第
１
１
区
隊

深
澤

謙
太
（
御
殿
場
市
立
原
里
中

学
校
卒
）

私
は
、
幼
い
頃
に
東
日
本
大
震
災

で
の
自
衛
隊
の
活
動
に
触
れ
、
憧
れ

て
自
衛
官
に
な
ろ
う
と
考
え
ま
し
た
。

中
学
生
の
と
き
に
、
陸
上
自
衛
隊
高

等
工
科
学
校
に
つ
い
て
知
り
、
自
分

の
得
意
分
野
で
あ
る
技
術
系
の
勉
強

が
で
き
、
か
つ
将
来
自
衛
官
と
し
て

部
隊
で
活
躍
で
き
る
と
思
い
、
本
校

を
志
望
し
ま
し
た
。

本
校
は
、
全
寮
制
で
１
日
の
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
が
決
ま
っ
て
い
ま
す
。
自

由
時
間
は
少
な
い
た
め
、
入
校
し
た

ば
か
り
の
頃
は
、
分
か
ら
な
い
こ
と

も
多
く
、
こ
の
ま
ま
３
年
間
や
っ
て

い
け
る
の
か
不
安
に
な
り
ま
し
た
。

ま
た
同
期
と
仲
良
く
な
れ
る
か
と
不

安
に
思
う
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
し

か
し
、
生
活
に
慣
れ
て
き
た
頃
に
は
、

同
期
の
友
達
も
た
く
さ
ん
で
き
、
時

間
を
有
効
的
に
使
う
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
な
り
、
日
々
と
て
も
楽
し
く

過
ご
す
こ
と
が
で
き
て
い
ま
す
。
コ

ロ
ナ
禍
の
今
、
通
常
の
学
校
生
活
を

送
る
こ
と
が
で
き
て
い
ま
せ
ん
が
、

そ
れ
も
貴
重
な
体
験
と
な
っ
て
い
る

と
思
っ
て
い
ま
す
。

本
校
の
受
験
を
考
え
て
い
る
人
は
、

親
元
を
離
れ
る
こ
と
な
ど
の
不
安
や
、

受
験
勉
強
で
大
変
だ
と
は
思
い
ま
す

が
、
今
の
努
力
が
結
果
と
し
て
実
を

結
ん
だ
と
き
、
自
信
に
な
る
と
思
い

ま
す
。
ぜ
ひ
自
分
の
目
標
や
夢
を
か

な
え
ら
れ
る
よ
う
に
頑
張
っ
て
く
だ

さ
い
。

２

生
徒
第
６
５
期

第
３
教
育
隊

第
７
区
隊

村
松

龍
葵
（
甲
府
市
立
城
南
中
学

校
卒
）

私
が
陸
上
自
衛
隊
高
等
工
科
学
校

に
入
校
し
て
か
ら
の
３
年
間
で
、
大

き
く
変
化
し
た
こ
と
は
、
「
物
事
に

対
し
て
の
考
え
方
」
で
す
。
何
事
に

対
し
て
も
物
事
の
本
質
を
理
解
す
る

よ
う
に
努
め
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
状
況
に
応
じ
て
柔
軟
に

思
考
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。

ま
た
、
学
校
生
活
で
一
番
印
象
に

残
っ
て
い
る
こ
と
は
、
北
富
士
演
習

場
で
行
わ
れ
た
「
富
士
野
営
訓
練
」

で
す
。
起
伏
が
激
し
く
、
天
候
が
変

化
し
や
す
い
演
習
場
で
の
訓
練
は
、

武
山
駐
屯
地
内
で
の
戦
闘
訓
練
よ
り

も
体
力
の
消
耗
が
激
し
く
、
自
分
の

体
力
の
限
界
を
感
じ
る
こ
と
と
な
り

ま
し
た
。

次
に
、
一
番
楽
し
か
っ
た
の
は

「
創
立
記
念
行
事
」
で
す
。
創
立
記

念
行
事
当
日
は
、
学
校
は
一
般
開
放

さ
れ
、
学
校
内
の
様
子
や
様
々
な
文

化
ク
ラ
ブ
展
示
、
ド
リ
ル
部
や
和
太

鼓
部
の
演
技
・
演
舞
を
見
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
本
校
見
学
に
は
お
勧
め

の
行
事
で
す
。

こ
こ
武
山
で
過
ご
す
日
々
も
残
り

少
な
く
な
っ
て
き
た
今
、
自
衛
官
へ

の
任
官
に
向
け
、
勉
強
と
体
力
練
成

に
全
力
で
励
み
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
３
年
間
と
も
に
過
ご
し
た

同
期
と
の
最
後
の
思
い
出
づ
く
り
を

し
た
い
と
思
い
ま
す
。

親
元
を
離
れ
て
入
校
す
る
こ
と
は
、

大
き
な
不
安
を
抱
く
と
は
思
い
ま
す

が
、
本
校
で
は
充
実
し
た
環
境
で
の

教
育
や
訓
練
、
同
期
と
の
集
団
生
活

な
ど
、
普
通
の
高
等
学
校
で
は
味
わ

う
こ
と
の
で
き
な
い
経
験
を
た
く
さ

ん
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
本
校
を

卒
業
す
る
頃
に
は
、
強
靭
な
体
力
と

精
神
力
が
身
に
付
き
、
国
防
と
い
う

崇
高
な
任
務
を
担
う
こ
と
が
で
き
る

人
間
に
成
長
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

将
来
、
と
も
に
任
務
を
遂
行
で
き
る

と
き
を
待
っ
て
い
ま
す
。



第115号 Y A M A N A S H I 令和3年11月号

【お問い合わせ先】山梨地方協力本部：055-253-1591 大月地域事務所：0554-22-1298

甲府募集案内所：055-228-6427 同巨摩地区担当：055-283-5150 【ＨＰ】https://www.mod.go.jp/pco/yamanashi/

日
本
の
空
の
平
和
と

安
全
を
守
る
航
空
自
衛

隊
は
最
新
の
装
備
品
等

を
駆
使
し
て
領
空
を
防

衛
し
ま
す
。
保
有
す
る

装
備
品
は
、
直
接
戦
闘

に
関
わ
る
も
の
だ
け
で

な
く
、
後
方
支
援
ま
で

様
々
で
す
。
今
回
は
、

重
症
患
者
を
輸
送
航
空

機
で
搬
送
し
機
内
で
の

患
者
対
応
を
行
う
機
動

衛
生
ユ
ニ
ッ
ト
を
紹
介

し
ま
す
。

機
動
衛
生
ユ
ニ
ッ
ト

は
、
機
体
の
改
修
を
伴

わ
ず
Ｃ
❘
１
３
０
Ｈ
に

２
台
搭
載
可
能
で
あ
り
、

重
篤
な
傷
病
者
に
対
し

て
高
度
な
機
上
医
療
を

行
い
な
が
ら
、
重
傷
度

に
応
じ
て
１
ユ
ニ
ッ
ト

最
大
３
人
ま
で
の
患
者

を
搬
送
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
各
種
事
態
等

に
お
い
て
発
生
し
た
重

篤
な
傷
病
者
を
、
航
空

機
に
よ
る
輸
送
に
よ
り
、

発
生
現
場
近
傍
飛
行
場

か
ら
最
終
医
療
機
関
近

傍
飛
行
場
ま
で
の
間
を

後
送
す
る
際
に
必
要
な

機
上
医
療
を
実
施
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

装備品紹介（機動衛生ユニット）

10
月
11
日
（
月
）
山
梨
地
本
は
、
東
京

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
出
場
し
た
自
衛
隊
体
育

学
校
所
属
で
あ
り
山
梨
県
笛
吹
市
出
身
の

乙
黒
圭
祐
３
等
陸
尉
及
び
乙
黒
拓
斗
２
等

陸
曹
（
共
に
レ
ス
リ
ン
グ
）
、
ま
た
二
人

と
同
じ
山
梨
学
院
大
学
出
身
の
濵
田
尚
里

１
等
陸
尉
（
柔
道
）
の
表
敬
を
受
け
ま
し

た
。本

部
長
等
と
の
懇
談
で
は
、
３
名
の
方
々

は
、
和
や
か
な
雰
囲
気
の
中
で
、
東
京
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
に
向
け
て
の
練
習
の
様
子
や

近
況
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
話
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
同
行
さ
れ
た
同
校

副
校
長
石
津
１
等
陸
佐
（
元
山
梨
地
本
長
）

か
ら
も
応
援
に
対
す
る
お
礼
の
言
葉
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。

選
手
の
皆
さ
ん
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
の

御
活
躍
に
あ
ら
た
め
て
拍
手
を
送
り
た
い

と
思
い
ま
す
！
山
梨
地
本
は
、
こ
れ
か
ら

も
県
出
身
隊
員
の
活
躍
を
紹
介
す
る
と
と

も
に
応
援
し
て
い
き
ま
す
。

体
育
学
校
選
手
来
訪

山
梨
地
本
は
、
９
月
17
日
（
金
）

か
ら
９
月
21
日
（
火
）
ま
で
の
間
、

第
１
特
科
隊
第
３
中
隊
が
担
任
・
実

施
し
た
令
和
３
年
度
第
２
回
予
備
自

衛
官
５
日
間
訓
練
に
、
予
備
自
衛
官

56
名
を
招
集
し
ま
し
た
。

山
梨
県
で
は
ま
ん
延
防
止
等
重
点

処
置
が
12
日
に
解
除
さ
れ
た
ば
か
り

の
状
況
で
の
訓
練
と
な
り
ま
し
た
が
、

出
頭
し
た
予
備
自
衛
官
は
整
斉
と
訓

練
開
始
式
に
臨
み
、
第
３
中
隊
長
に

対
し
て
訓
練
開
始
申
告
を
行
い
、
引

き
続
き
予
備
自
衛
官
旗
を
授
与
さ
れ

ま
し
た
。

ま
た
、
本
訓
練
間
に
は
、
山
梨
地

本
部
長
よ
り
年
齢
上
限
ま
で
任
期
を

全
う
し
た
予
備
自
衛
官
に
対
し
顕
彰

状
の
授
与
及
び
、
永
年
勤
続
者
に
対

す
る
永
年
勤
続
表
彰
伝
達
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

予
備
自
衛
官
の
方
か
ら
は
「
装
備

品
等
も
時
代
と
と
も
に
変
化
し
、
扱

う
べ
き
隊
員
の
質
の
向
上
も
求
め
ら

れ
る
と
実
感
し
た
」
等
の
ご
意
見
を

い
た
だ
く
と
と
も
に
、
初
出
頭
と
な
っ

た
予
備
自
衛
官
の
方
か
ら
は
「
貴
重

な
訓
練
を
経
験
で
き
勉
強
に
な
っ
た
」

等
の
感
想
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

山
梨
地
本
は
今
後
も
予
備
自
衛
官
、

雇
用
企
業
及
び
部
隊
と
の
綿
密
な
調

整
を
行
い
、
皆
さ
ん
が
安
心
し
て
訓

練
に
参
加
出
来
る
よ
う
出
頭
環
境
の

整
備
に
努
め
て
参
り
ま
す
。

山
梨
地
本
は
、
９
月
か
ら
一
般
曹
候

補
生
と
自
衛
官
候
補
生
の
秋
季
の
採
用

試
験
を
皮
切
り
に
各
種
目
に
お
い
て
採

用
試
験
が
始
ま
り
ま
し
た
。
感
染
者
数

は
減
少
傾
向
に
は
あ
り
ま
す
が
、
引
き

続
き
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大

防
止
に
最
大
限
に
留
意
し
て
採
用
試
験

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

９
月
17
日
（
金
）
か
ら
19
日
（
日
）

の
午
前
に
一
般
曹
候
補
生
１
次
試
験
、

午
後
に
自
衛
官
候
補
生
筆
記
試
験
を
甲

府
合
同
庁
舎
並
び
に
、
都
留
市
に
あ
る

山
梨
県
男
女
共
同
参
画
推
進
セ
ン
タ
ー

ぴ
ゅ
あ
富
士
の
２
ヶ
所
に
お
い
て
そ
れ

ぞ
れ
実
施
し
ま
し
た
。
ま
た
、
10
月
に

入
っ
て
か
ら
は
、
２
日
（
土
）
、
３
日

（
日
）
に
自
衛
官
候
補
生
の
口
述
試
験
・

身
体
検
査
、
５
日
（
火
）
に
予
備
自
衛

官
補
採
用
試
験
、
９
日
（
土
）
か
ら
11

日
（
月
）
に
一
般
曹
候
補
生
２
次
試
験

を
北
富
士
駐
屯
地
に
お
い
て
そ
れ
ぞ
れ

実
施
し
ま
し
た
。
口
述
試
験
を
受
験
し

た
高
校
生
は
、
「
部
活
動
で
得
た
経
験

を
生
か
し
、
頑
張
り
た
い
」
等
、
そ
れ

ぞ
れ
の
思
い
を
ア
ピ
ー
ル
し
て

い
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
16
日

（
土
）
に
防
衛
医
科
大
学
校
看

護
学
科
、
23
日
（
土
）
に
防
衛
医
科
大

学
校
医
学
科
の
採
用
試
験
を
甲
府
合
同

庁
舎
で
実
施
し
ま
し
た
。

長
い
試
験
時
間
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

ど
の
試
験
会
場
に
お
い
て
も
受
験
者
達

は
、
最
後
ま
で
真
剣
な
表
情
で
試
験
に

臨
ん
で
い
ま
し
た
。

今
後
、
11
月
６
日
（
土
）
、
７
日

（
日
）
に
防
衛
大
学
校
採
用
試
験
、
11

月
13
日
（
土
）
に
自
衛
官
候
補
生
採
用

試
験
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

な
お
、
自
衛
官
候
補
生
採
用
試
験
の

受
付
及
び
各
種
採
用
試
験
の
ご
案
内
は
、

年
間
を
通
じ
て
行
っ
て
い
ま
す
。
詳
し

く
は
山
梨
地
本
ま
で
お
問
い
合
せ
く
だ

さ
い
。

山
梨
地
本
は
、
９
月
16
日
（
木
）

ベ
ル
ク
ラ
シ
ッ
ク
甲
府
に
お
い
て
開
催

さ
れ
た
、
一
般
財
団
法
人

自
衛
隊
援

護
協
会
東
京
支
部
が
主
催
す
る
「
令
和

３
年
度
山
梨
県
任
期
制
隊
員
合
同
企
業

説
明
会
」
を
支
援
し
ま
し
た
。

こ
の
説
明
会
は
、
日
頃
か
ら
訓
練
等

で
再
就
職
活
動
の
機
会
が
限
ら
れ
る
任

期
満
了
退
職
予
定
隊
員
を
対
象
に
「
自

衛
隊
新
卒
」
と
し
て
再
就
職
準
備
を
円

滑
に
進
め
さ
せ
る
事
を
目
的
と
す
る
も

の
で
、
山
梨
県
で
は
初
の
開
催
と
な
り

ま
し
た
。

会
場
は
「
３
密
」
の
回
避
、
ソ
ー
シ
ャ

ル
デ
ィ
ス
タ
ン
ス
の
確
保
等
、
感
染
防

止
対
策
に
万
全
を
期
し
た
上
で
の
実
施

と
な
り
ま
し
た
。

今
回
は
、
山
梨
県
内
外
よ
り
合
計
21

社
の
企
業
が
参
加
し
、
ま
た
山
梨
県
内

外
の
任
期
制
隊
員
11
名
が
説
明
会
に
参

加
し
ま
し
た
。

参
加
隊
員
は
面
談
を
通
じ
て
、
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
や
資
料
だ
け
で
は
分
か
ら
な

い
仕
事
の
内
容
な
ど
を
直
接
確
認
す
る

と
と
も
に
、
自
己
Ｐ
Ｒ
を
積
極
的
に
行

う
な
ど
面
談
時
間
を
有
効
に
活
用
し
て

い
ま
し
た
。

ま
た
、
閉
会
式
の
際
に
は
山
梨
県
自

衛
隊
退
職
者
雇
用
協
会
会
長
で
あ
り
ま

す
進
藤
様
よ
り
、
参
加
企
業
へ
の
お
礼

と
と
も
に
、
参
加
隊
員
に
対
し
県
内
産

業
を
支
え
る
人
材
と
な
っ
て
ほ
し
い
と

の
激
励
の
お
言
葉
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

参
加
し
た
企
業
か
ら
は
、
「
感
染
予

防
が
し
っ
か
り
と
さ
れ
て
お
り
安
心
し

て
面
談
を
実
施
す
る
こ
と
が
出
来
た
。
」

と
の
感
想
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ま
た
、
参
加
隊
員
か
ら
は
「
今
ま
で

就
職
先
と
し
て
興
味
を
持
っ
て
い
な
か
っ

た
業
種
に
つ
い
て
も
話
を
聞
く
こ
と
が

出
来
て
大
変
有
意
義
だ
っ
た
。
」
と
の

感
想
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

今
後
、
隊
員
は
具
体
的
に
就
職
先
を

決
定
し
、
企
業
に
よ
る
試
験
、
面
談
に

臨
む
こ
と
と
な
り
ま
す
。

今
回
山
梨
県
内
で
合
同
企
業
説
明
会

を
実
施
す
る
こ
と
で
、
参
加
隊
員
も
地

本
に
と
っ
て
も
大
変
有
意
義
な
も
の
で

あ
っ
た
と
認
識
し
て
お
り
、
次
年
度
に

お
い
て
も
よ
り
充
実
し
た
説
明
会
を
開

催
し
、
隊
員
に
対
し
、
よ
り
一
層
手
厚

い
サ
ポ
ー
ト
が
で
き
る
よ
う
に
努
め
て

参
り
ま
す
。

秋季の採用試験はじまる

予備自衛官５日間訓練

山梨県任期制隊員合同企業説明会


